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ABSTRACT 
 

     More than half of senior high school students (3rd graders) have negative attitude toward English 
learning according to various survey results mainly conducted by Ministry of Education, Culture, 
Sports, Science and Technology. The main purpose of this study is to examine these survey results in 
order to improve Kosen students’ English ability and negative attitude toward English learning. The 
survey results suggest some useful information although teaching environment is partly different.  
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１．はじめに 
グローバル化された世界で、誰とでも対等にコミュ

ニケーションできる実践的英語力を持つ事は不可欠に

なっており、より効果的な英語教育が求められている。

一般に工学系学生は英語に苦手意識を持つ学生が多い

とされる（西澤・吉岡・伊藤、2010）が、文部科学省

実施の「英語力調査（高校 3年生）」結果によると、文

系を含む高校 3 年生全般でも英語に苦手意識を持つ学

生は過半数を越えている。 
高校は高専より英語授業単位が多く、外国語指導助

手（ALT）もおり、指導環境には恵まれていると考え

られる。文科省実施の「英語力調査」結果を中心に参

照しながら主に高校との比較を通して、実施状況、問

題点を考察し、英語苦手改善と英語力向上に有効な指

導法を探り、高専での指導に取り入れたい。 
 
２．英語学習調査 
 
*一般科目 

２.１ 文部科学省実施「英語力調査」 
文部科学省の「英語力調査結果」は 2014年度に国が

英語教育改善のために全国無作為抽出ではじめて行っ

た大規模英語力調査である。全国の高等学校（国公立

校約 480 校）の 3 年生約 7 万人を対象に、英語 4 技能

の英語力、学習状況を調査している。中学 3 年生を対

象にした英語力調査も実施されている。 
2017 年度では、「英語力調査（高校 3年生）」、「英語

力調査（中学校 3 年生）」ともに①生徒の意識調査、②

教員の意識調査、③実施した英語力測定試験の結果が

示されている。この英語力測定試験は世界標準となっ

ている CEFR （ Common European Framework of 
Reference for Languages:ヨーロッパ言語共通参照枠）の

A1 を中心にレベルを測定できるように設計したもの

である〈別紙参照〉。 
①では、生徒の英語学習への態度、身につけたい英

語力、英語授業で実施した言語活動、中学校で学んだ

ことで高校の授業で役立ったことが調査され、②では、

教員がどのような指導を行ったかが調査されている。 
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2014 年度の「英語力調査（高校 3 年生）」では、「学

校の取り組み紹介」として以下の学校での具体的な取

り組みが紹介されている。1) スーパーサイエンスハイ

スクール、スーパーグローバルハイスクールの指定を

受けた英語力・意欲共に高い高校での取り組み。思考

力・表現力を伸ばす指導でコミュニケーション・ツー

ルとしての英語力を鍛えている。2) 独自教材と共通の

評価方法を用いて４技能を総合的に伸ばしている学校

紹介。3) CAN-DO リスト [外国語教育における学習到

達目標設定のための手引き（投野、2017）] に基づい

た 4 技能統合型の授業を推進している高校での取り組

み、である。 
２･２ ベネッセによる「実態調査」 
ベネッセ教育総合研究所が実施した英語学習調査の

結果を示す。①中学 1 年生から高校 3 年生（約 6,300
名）を対象に実施した「中高生の英語学習に関する実

態調査 2014」と、②中学高校の教員を対象にした「中

高の英語指導に関する実態調査 2015」、③「子供の生

活と学びに関する親子調査 2016」である。③は東京大

学社会科学研究所との共同研究である。①では英語へ

の態度、得意・苦手、苦手になった時期や英語学習に

関するつまずきや意識、②では中高の英語教員の悩み

をたずね、③では中学生の教科の好き・嫌いを調査し

ている。 
２.３ 明石高専での調査 
筆者が担当した 2017 年度の２年生と５年生、2018

年度 1 年生のアンケート結果から、英語への態度、1
年生入学直後に尋ねた「目標英語力」に関するアンケ

ート結果を示す。 
 

３. 調査結果と考察 
３･１ 英語学習に対する態度 
３･１･１ 文科省実施「英語力調査」 
文部科学省実施の調査では、｢英語学習が好きである 
 

 
 

図１文科省調査結果（2017年度) 

 
る｣と回答したのは中学 3 年生が 54.6%、高校 3 年生は

47.2%（対象人数：各約 6 万）であった（図 1）。高校 3
年生になると否定的態度が過半数を上回った。回答は、

1)そう思う、2)どちらかといえば、そう思う、3)どちら

かといえば、そう思わない、4)そう思わない、の４項

択一である。1)と 2)、3)と 4)を合わせ、それぞれ｢好き

である｣、「好きでない」とした。中学生、高校生どち

らにおいても、試験結果の得点が高い方が「好きであ

る」と回答する割合が高い。 
 スーパーサイエンスハイスクール、スーパーグロー

バルハイスクールに指定された高校 3 年生６学級の生

徒（251 名）を対象にした調査結果 [2014 年度] では、

「英語の学習は好きか」という質問に 70%以上が「好

き」 [「そう思う」「どちらかといえばそう思う」] と
回答している。 
３･１･２ ベネッセ調査結果   
中高生は学年が上がるにつれて英語好きは減少し、

苦手意識が増加している。７割が文法に苦戦しており、

中学生にとって英語は他教科と比較して好きな教科の

上位には位置していない（加藤、2017）。 
ベネッセ教育総合研究所が 2014 年度実施した調査

では、全国の中学生（1年生 1,057 名、2年生 1,028 名、

3 年生 996 名）と高校生（１年生 931 名、２年生 790
名、３年生 1,433 名）に対して英語学習への意識を尋

ねている。質問は「あなたは英語が得意ですか、苦手

ですか」で、回答は 1)とても得意、2)やや得意、3)やや

苦手、4)とても苦手、の 4 項択一である。結果は図 2
の通りである。小数点以下は四捨五入し、無回答・不

明〈各 0.5、0.4〉は省いた。この調査でも高校生になる

と苦手が過半数を上回っている。 
 

 

図2 ベネッセ調査結果（2014年度） 

 
３･１･３ 明石高専学生 
筆者が担当した明石高専学生の英語への否定的態度

が図 3 である。「本校の学生は中学校で成績がオール
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５」「非常に優秀だ」と多くの教員が話すのを聞いた。

その学生の英語への態度である。限られたクラスだけ

の対象ではあるが、否定的態度が過半数を上回ったの

は 2 年生だけであった。 
回答は４項択一で、「英語が好き」 [1)そう思う、2)

どちらかといえば、そう思う] は 2017 年度 5 年生が

53%、2年生は 42%、2018年度 1 年生は 63%、「英語が

好きではない」は 3)どちらかといえば、そう思わない、

4)そう思わない、を合わせた数字である。授業開始前

４月に実施した。いずれも筆者にとって指導がはじめ

ての学生ばかりである。 
 

 

図3明石高専学生 

 
３･２ 言語活動と英語力得点 
３･２･１ 文科省調査全体結果（2017 年度） 
文部科学省の「英語力調査（高校 3 年生）」結果（2017

年度）は、A2 レベル以上の割合は目標の 50%に４技能

すべてで達していない（図４）。英語力試験に採用され

た CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）では、得点が

高い順にB2→B1→A2→A1になっている。「読むこと」

「聞くこと」は４技能の中では高い数字になっている

が、集中しているのは A1 上位から A2 下位レベルであ

る。 
 

 

図４文科省調査結果（高校３年生）2017年度 

 
高校の授業では伝統的な文法訳読式が多いと言われ

るが、実際はどうなのだろうか。英語力調査結果から、

得点は指導法と関係しているのだろうか。４技能のバ

ランスが悪い。「書くこと」「話すこと」が低くなって

いる。授業で実践されている言語活動によって得点の

差が見られると考えられる。文科省実施の調査では、

統合的な言語活動を行っている学校の方が４技能すべ

てにおいて得点が高い。特に「話すこと」「書くこと」

については得点の差が大きい。技能統合型「聞いたり

読んだことに基づいて、情報や考えなどについて話し

合ったり、意見交換する活動」を行っていると回答し

た教員は 48.9%である。技能統合型「聞いたり読んだ

りしたことに基づき、情報や考えなどについて、書く

活動」を行っている教員は 50.8%であった。 
３･２･２ 特別取り組み校での結果１ 
2014 年度文科省「英語力調査（高校３年生）」に紹

介された特別な指導を行っている学校の得点や指導法

は全体とは異なっている。1)スーパーサイエンスハイ

スクール、スーパーグローバルハイスクールの指定を

受けた高校（251 名）の試験結果は、４技能全体にお

いて得点は全国平均を上回っている（図 5）。Reading
は 320 満点で、全国平均 126.7 点に対して 201.6 点、

Listeningは320満点で、全国平均117.1点に対して203.4
点、Writing は 144 満点で、全国平均 24.9 点に対して

81.1 点、Speaking は 14 満点で全国平均 4.2 点に対して

10.9 点になっている。特色のある指導内容としては、

①英文を繰り返し聞き、読み、様々なペア活動を実施、

②自分の考え・意見をアウトプットする機会が多い、

③話しやすい教室の雰囲気作りが上げられている。 
 

 

図５文科省調査結果特例①（高校３年生）2014年度 

 
指導環境としては、常勤の ALT が一人おり、3 年次

はライティングの授業で、授業の４回に１回の割合で

入る。筆者が勤務経験のある神戸市立の高校の国際科

では、常勤のALT は 6 名いた。40人のクラスを 2 つに

分け、20 名クラスの授業は日本人教員と ALT 二人で指

導していた。授業はすべて英語である。現在は 1 クラ

ス 10 名のクラスもあるようである。生徒だけでなく日
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本人教員の英語力向上にも有効である。英語指導環境

としては理想的だろう。 
３･２･３ 特別取り組み校での結果２ 
2014 年度文科省「英語力調査（高校３年生）」に紹

介された特別な指導を行っている取り組み紹介で３番

目の「CAN-DO リストに基づいた４技能統合型の授業

推進」高校の試験結果（対象 742 名）では、４技能の

言語活動の割合が高く、ライティング、スピーキング

力が全国平均の２倍以上になっている（図６）。 
特色ある取り組みとして①学習到達目標は CAN-DO

リストに基づいた授業設計で、教員間や教員・生徒同

士で目標を共有、②毎時間ペア活動を行い、実際のコ

ミュニケーションの中で当該文法事項を使うことを大

切にする、③まとまりのある文章を書き、完成した文

章をペアやグループで相互に読み合う、スピーキング

テストと同時にライティングの評価を行う。 
ALT は１人で、週４日勤務。授業は１・２学年の全

クラスで週１回担当している。ALT の協力があると指

導内容も人為的でない本物で説得力があり、教室での

英語使用も当然のものとなる。 
 

 
 
図６文科省調査結果特例②（高校３年生）2014年度 

 
３･３ ベネッセ英語学習調査結果 
３･３･１ 英語指導方法・活動 
ベネッセの 2015 年度「中高の英語指導に関する実態

調査」には中学校教員（2,518 名）、高校教員（2,569 名）

が回答した。中学校での指導方法・活動内容は、音読、

発音練習、文法の説明、教科書本文のリスニング、な

どが９割を超えている。音声を中心とした指導や文法

が多い。「自分のことや気持ちや考えを英語で書く」は

76.8%、「英語での会話（生徒同士）」は 79.9％、「スピ

ーチ・プレゼンテーション」は 57.1%、「即興で自分の

ことや気持ちや考えを英語で話す」は 42.7%で実施さ

れている。 
一方、高校では中学校と同様に音読、発音練習、文

法の説明が多い。「自分のことや気持ちや考えを英語で

書く」43.0%、「即興で自分のことや気持ちや考えを英

語で話す」は 33.7%、「英語で教科書本文の要約を書く」

は 28.9%、「スピーチ・プレゼンテーション」は 25.8%
である。中学校に比べて「話す」「書く」活動の実施率

は低くなっている。 
３･３･２ 教員の指導への意識・悩み 
中学・高校教員は、指導において重要だと思うこと

とその実行について大きなギャップを持っている事が

明らかになった。「生徒が自分の考えを英語で表現する

機会を作る」は中学教員で 82.3%、高校教員で 66.8%
「とても重要だ」と回答したが、「十分実施している」

という回答は中学教員は 19.2%、高校教員は 9.9%であ

った。「４技能のバランスを考慮して指導する」ことを

とても重要だと回答したのは中学では、69.2%、高校で

は 59.4%であったが、「十分実行している」と答えたの

は中学 15.3%、高校 9.8%であった。理想と現実の差、

教員の悩みが見える。 
指導に関する悩みの上位には、「授業準備の時間が十

分にとれない」中学 75.3%、高校 70.2%、「生徒間の学

力差が大きくて授業がしにくい」中学 73.8%、高校

67.9%などどの教科にも共通することがあがっている

が、「英語教師に求められることが多くて負担である」

中学 65.3%、高校 75.2%、「コミュニケーション能力の

育成と、入試のための指導を両立させることが難しい」

中学 73.7%、高校 74.4%、「効果的な指導方法がみつか

らない」中学 53.0%、高校 60.3%など、英語教員だから

こその悩みも多い。また、「教員間のコミュニケーショ

ンが少ない」は中学では 25.1%、高校 34.6%であり、教

員ならではの悩みも見られた。学会等主催の研修会に

勤務校の英語科教員が揃って自主的に参加している場

合を見かけることがある。悩みを共有でき、協力体制

が整った環境にあり、教員は元気で、授業での取り組

みも成功する可能性が高いようである。 
３･３･３ 生徒のつまずきの原因 
英語に対する苦手意識やつまずきの原因について教

員にたずねたところ、中学校では「単語を覚えるのが

苦手」60.9%、「学習習慣がついていない」60.2%、高校

では「学習習慣がついていない」65.7%、「文法事項が

理解できない」61.0% が上位の回答であった。 
2014 年度「中高生の英語学習に関する実態調査」で

高校生に「英語が苦手になる時期」をたずねたところ、

「中１の前半」から「中２の後半」までと「高１の前
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半」に大きな２回のピークがあった。英語学習のつま

ずきに関しては、「文法が難しい」は中学生 68.5%、高

校生 79.2%、「英語を話すのが難しい」は中学生 56.3%、

高校生 72.9%、「英語の文を書くのが難しい」は中学生

65.7%、高校生 77.5%、「毎週ある英語のテストのため

の勉強が大変」は中学生 36.4%、高校生 48.2%である。

中学生よりも高校生に学習上のつまずきが多く、中学

生と高校生では 10 ポイント以上の差がある。新しい文

法項目、新出単語が増え、英文も複雑になり、苦手意

識やつまずきの原因になっているのがわかる。 
３･３･４ 英語学習の目的・あこがれ 
英語に関する意識調査では、「英語が話せたらかっこ

いい」が中学生 88.5%、高校生 90.5%と高い数字になっ

ている。これが英語への態度改善のヒントとなりそう

である。「外国の人と友達になりたい」中学生 65.6％,
高校生 71.5%、「外国の文化やスポーツに興味がある」

中学生 62.8%、高校生 66.2%、と外国への興味も生かせ

そうである。一方、「英語のテストでいい点を取りたい」

は中学生 93.9%、高校生 90.2%、「就職に役立つ」中学

86.1%、88.9%、高校「いい高校や大学に入り易い」中

学 84.7%、高校 85.6%と、高い数字になっている。 
英語の勉強で大切なこととしては、中高生共に「英

語でたくさん会話すること」が一番高い数字（中学生

53.4%、高校生 59.8%）になっている。「単語をたくさ

ん覚える」は中学生 46.5%、高校生 56.4%、「文法の知

識を増やす」は中学生 38.2%、高校生 35.6%である。一

方で「英語のテストでいい成績をとる」「英文を一文一

文日本語に訳す」はそれぞれ中学生 16.5%、10.2%、高

校生 10.2%、6.7%で少なくなっている。授業で英語を

話す、使うような活動を増やすことが有効と見られる。 
３･４ 明石高専学生 
３･４･１ 目標英語力 
2018 年度４月、授業開始前に明石高専１年生に「目

標英語力」をたずねてみた（図７）。対象は 171 名で、

回答は複数回答にした。項目として①「就職に有利な

ようでできるだけ高いレベルの英検やTOEICなどで高

いスコアを取る」59 名、②「理系に必要な論文を書い

たり、世界に発信できるようになる」37名、③「海外

旅行、研修等に必要な英語力」50名、④「簡単でも英

語でコミュニケーションが出来る力」46 名、⑤「英語

で世界中の人と意見交換が出来る力」69 名、⑥「その

他」2 名である。これに「その理由とコメント」とし

て自由記述してもらった（図７）。ベネッセの調査結果

と同じように、④と⑤はコミュニケーション、話すこ

とへの憧れが伝わる。 
５つの項目の中では⑤「英語で世界中の人と意見交

換が出来る力」が一番多く、次いで①「就職に有利な

ようでできるだけ高いレベルの英検やTOEICなどで高

いスコアを取る」の実利的な目標が多かった。自由記

述は全部で 151 名おり、「コミュニケーションできない

と活躍できない」「コミュニケーションが大切」「話し

たい」が多く、合わせると 54 名の記述があった。次い

で「仕事に有利」「必要」「世界で活躍したい」が 44 名

の記述があった。「留学したい」は 12 名、「海外研修に

行きたい」が 3 名であった。「論文が書きたい」と記述

したのは 2 名であった。ベネッセの調査結果と同じよ

うに、④と⑤はコミュニケーション、話すことへの憧

れが伝わる。 
 

 
 

図７明石高専生の英語学習目標 

 
 
４．調査結果から改善を探る 
高専での英語苦手減少、英語力向上に向けて調査結

果を見てきた。中高生対象の調査結果から、「英語苦手

減少・英語力向上は」工学系学生だけではなく、日本

の英語教育にとって大きな課題であることがわかった。

英語教育を重視したスーパーハイスクール等の一部の

高校を除き、学年が上がるにつれて英語に苦手意識を

持つ生徒が増え、高校３年生で過半数以上が否定的態

度を持つようになっていた。英語力も低いものが多か

った。調査結果や高校との比較を通して高専での改善

方法を探りたい。 
４･１ 指導環境 
文科省は高校での週当たりの具体的な英語授業時間

数を報告していないが、高校での時間数は多いようで

ある。学校によって異なるが、6～8 時間が多いようで

ある。学習頻度回数を考えると、同じ 2 単位でも高校

の 50 分授業２回のほうが週１回 90 分授業よりも有利

であると思われる。ALT の配置もある方が指導内容、

英語使用に効果が高い。しかしながら、英語指導環境

は予算の点からも改善は簡単ではない。与えられた環
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境の中で、効果が出るように工夫をするしかない様に

思われる。指導法を考えたい。 
2019年度前期文法授業ではフィリピン学生が各クラ

ス６名ずつ２週間授業に参加した。直前の連絡であっ

たが、フィリピン学生には日本に関する質問、自分の

知りたいことを事前に書いてもらい、日本人学生に回

答してもらうグループ活動等をしてもらった。学生は

必死で英語を使っていたように思う。ALT はいないが、

機会があれば英語指導に生かせるようにしたい。 
４･２ 指導法 
調査結果から有効と思われる指導法としては、１）

４技能をバランスよく指導する、２）文法事項理解後

は実際のコミュニケーション活動で当該文法事項を使

うようにする ３）英文を繰り返し聞き、読み、様々

なペア活動を行う、４）自分の考えや意見をアウトプ

ットする活動を行う、５）話しやすい教室の雰囲気を

作る、６）まとまりのある文章を書き、完成した文章

をペアやグループで相互に読みあい、７）スピーキン

グテストと同時にライティングの評価を行う、などで

ある。 
今までの授業でもこれらの指導法に近いものを取り

入れてきたと思う。スピーキングテストは ALT と一緒

に指導した場合は比較的簡単に実施できるが、一人で

厳格に行うことは難しいと思われる。今まではペア活

動でお互いに英語でしゃべる語数を数える等、行って

きたが、限界がある。実施方法などで改善できること

があれば行っていきたい。 
４･３ 協働学習 
英語学習にはコミュニケーションが大切であり、実

際に４技能を使用することが英語力向上に必要である。 
英語は体育と同じ実技授業だと考えている。40 人以上

のクラスで英語を使うにはペアやグループ活動が有効

で、調査結果もその有効性を示している。コミュニケ

ーション苦手の学生もいるが、社会で生きていくにも

他者と上手にコミュニケーションをとる力が求められ

ている。英語でコミュニケーションを楽しみながら、

英語力、コミュニケーション能力両方を修得して欲し

い。 
４･４ 動機付け 
英語学習の目的・憧れとして「英語が話せたらかっ

こいい」が非常に多かった。英語を日常生活で使用す

ることがほとんどない環境では学校での英語授業が貴

重な時間となる。文法知識を身につけながら実際に既

習知識を使ってコミュニケーションをとることが大切

である。英語を使う楽しさや英語力向上を実感すれば 

自ら英語を学習する自立的学習者になる可能性が大き 
い。大きな制約のあるなかで、学生の「やる気・やり 
たい気持ち」を持てるように工夫したい。 
５．まとめ 
 英語学習調査から多くのことを学ぶことができた。

英語苦手改善・英語力向上へ向けて学んだ事を生かし

てさらに改善を続けたい。 
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